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N
⑥平和都市宣言

(60･12.3)

し

広
報

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核蛎争の危擬をはらみ、

城に憂慮にたえない。
わが国は唯一の被蝿国として、核兵認の恐ろしさと、披爆者のそ

しみを全世界の人々 に脈え、再び広囲・長崎の惨禍を繰り返してIi
ならない。

我孫弄市は市民の生命と安全を守るだめ、いかなる国のいかな¥
核兵鴎に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市を宣言する。

舌
は
る

１
１

１
１
１
１
１
１

《
ｇ

Ｄ

一

眺
憾
堀
脚
噸
の
返
上
を
め
ざ
し
て

手
爽
沼
の
豊
か
な
水
と
自
然

は
、
私
た
ち
に
や
す
ら
ぎ
と
潤

い
を
与
え
て
く
れ
る
、
貴
重
な

共
有
財
産
で
す
。
行
政
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
て
水
質
浄
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
国
・
県

に
対
し
て
も
、
真
に
効
果
的
な

浄
化
対
策
の
実
施
を
強
く
求
め

て
い
き
ま
す
。

平
成
９
年
に
試
験
通
水
が
始

ま
る
北
千
葉
導
水
事
業
で
は
、

和目も早く壱れいな水壱
取り目すために

手
黄
沼
は
、
昭
和
⑲
年
に
〃
日

本
一
汚
れ
た
沼
〃
と
な
っ
て
以
来
、

加
年
以
上
こ
の
汚
名
を
返
上
で
き

利
根
川
か
ら
鍛
大
で
毎
秒
、
立
方

燭
の
浄
化
用
水
を
手
賀
沼
に
入
れ

ま
す
。
沼
の
水
の
循
環
を
促
進
し

て
自
然
の
浄
化
力
を
高
め
、
大
幅

な
水
質
改
善
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
起
大
堀
川
、
大
津
川
か
ら

流
れ
込
む
汚
濁
負
荷
を
削
減
す
る

こ
と
も
不
可
欠
で
す
。
リ
ン
の
除

去
施
設
の
早
期
完
成
に
向
け
、
県

に
鋤
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
生
植
物
な
ど
の
浄

手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
推
進

手
賀
沼
は
、
流
域
の
都
市
化
に
伴
う
生
活
排
水
の
流
入
な

ど
に
よ
り
水
質
汚
濁
が
進
み
、
深
刻
な
環
境
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。
市
で
は
手
賀
沼
の
水
質
浄
化
を
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
と
考
え
、
流
域
市
町
村
や
国
・
県
と
協
力
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
浄
化
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
手
賀
沼

の
水
質
浄
化
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
Ⅱ
環
境
保
全
課
Ⅱ

市
長
福
嶋
浩
彦

ず
に
い
ま
す
。

水
寅
汚
濁
の
主
な
原
因
は
、
窒

素
や
リ
ン
な
ど
を
多
く
含
ん
だ
生

活
排
水
の
流
入
で
す
（
左
図
参
照
）
。

そ
こ
で
、
水
質
浄
化
へ
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
沼
に
流
入
す
る

水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

ぐ
手
賀
沼
流
域
で
出
さ
れ
る
汚
れ

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
）
の
割
合

化
力
を
利
用
す
る
た
め
、
自
然

を
生
か
し
た
岸
辺
づ
く
り
も
大

切
で
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
自
然

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
、
総

合
的
な
浄
化
対
策
を
進
め
て
い

け
ば
、
水
質
汚
濁
ワ
ー
ス
ト
ー

は
必
ず
返
上
で
き
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

’
ま
た
、
沼
底
に
た
ま
っ
て
い
る

ヘ
ド
ロ
を
取
り
除
く
こ
と
、
夏
場

に
悪
臭
を
放
つ
ア
オ
コ
の
発
生
を

抑
え
る
こ
と
な
ど
も
必
要
で
す
。

水
質
浄
化
へ
の

取
り
組
み

◎
市
の
浄
化
事
業

手
賀
沼
に
流
入
す
る
河
川
の
流

域
は
５
市
３
町
１
村
に
及
ぶ
こ
と

か
ら
、
流
域
市
町
村
で
は
域
内
に

お
い
て
下
水
道
の
整
備
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
県
と
と
も
に
「
手
賀

沼
浄
化
事
業
連
絡
会
議
」
を
設
置
。

我
孫
子
市
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
浄
化
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

主
な
事
業
と
し
て
は
、
流
動
化

装
壷
に
よ
る
ア
オ
コ
の
分
解
・
腐

敗
防
止
、
都
市
排
水
路
浄
化
施
設

の
運
転
な
ど
で
す
（
左
表
参
照
）
。

ま
た
、
市
単
独
事
業
と
し
て
、

車
載
型
の
ア
オ
コ
回
収
浄
化
シ
ス

テ
ム
を
稼
働
し
て
い
ま
す
。

▼手賀沼浄化事業連絡会議による浄化事業(事業主体は我孫子市）

事業名 内 容

①みずすまし号（水面溝掃船）による回収…アオ
コが異常発生している場所へ出動して、移動しな

がらアオコを回収します。

②バキュームカーによる回収･･岸辺に1次き寄せら

れ死滅したアオコを陸上から回収します。

③アオコ分離脱水装澄…手賀沼公園と手賀大橋脇

の2か所に設置した「アオコ分離脱水装置」によ
り、アオコ混じりの沼の水をくみ上げてろ過し、
アオコを分離して回収します。

アオコの回収

‐ ◎
県
の
浄
化
事
業

県
で
は
、
流
入
河
川
で
あ
る
大

津
川
・
大
堀
川
に
お
い
て
浄
化
施

設
を
設
置
し
、
流
入
水
の
浄
化
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
ヘ
ド
ロ
の
し

ゅ
ん
せ
つ
、
手
賀
沼
流
域
下
水
道

の
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
オ
コ
の
発
生
要
因
と

な
る
リ
ン
を
取
り
除
く
た
め
、
流

入
河
川
へ
の
除
去
施
設
設
置
に
向

け
て
、
施
設
内
容
・
設
置
場
所
等

の
調
査
を
始
め
ま
す
。

◎
北
千
葉
導
水
事
業

国
の
浄
化
事
業
と
し
て
は
、
建

設
省
が
北
千
葉
導
水
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
布
佐
地
先
の
利

根
川
と
江
戸
川
を
結
ぶ
導
水
路
を

建
設
し
、
利
根
川
の
水
を
手
演
沼
、

お
よ
び
江
戸
川
に
導
こ
う
と
い
う

も
の
で
、
手
賀
沼
の
水
質
浄
化

都
市
用
水
の
確
保
、
手
賀
沼
・
坂

川
周
辺
（
松
戸
市
な
ど
）
の
洪
水

防
止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

１
１

１
１

アオコの集穣と腐敗により発生する悪臭対策のひ
とつとして、アオコ流動化装癒により沼の水を噴

射して流れを作り、併せて酸素を供給してアオコ
の分解無機化を促します。

アオコ流動化

装篭（ジェッ
トレーダー）

水中の窒素、リンをよく吸収し成長する水草ホテ

イアオイの性質を利用し、初夏に苗を沼に植栽し
て秋に回収しています。

ホテイアオイ

の縦怠犠・回収

特
に
手
賀
沼
に
は
、
毎
秒
最
大

、
立
方
脚
の
水
を
注
入
し
、
沼
に

お
け
る
水
の
滞
留
時
間
を
現
在
の

晦
日
か
ら
５
日
程
度
に
短
縮
す
る

こ
と
で
、
汚
濁
の
軽
減
を
計
り
ま

す
（
下
図
参
照
）
。

平
成
９
年
に
は
試
験
通
水
を
行

い
、
全
体
の
完
成
は
平
成
、
年
度

末
に
な
る
予
定
で
す
。

浄
化
へ
の
理
解
を

深
め
る
た
め
に

市
で
は
、
手
賀
沼
の
水
質
浄
化

都市排水路浄

化施設

手賀沼に流入する高野山都市排水路に浄化施設を
設置し、流入水の汚れを軽減しています。

戦下水道未整備地域において、水路の水を下水道管
に取り込み、手賀沼に流入する汚れを軽減してい
ます。 灘

雑排水対策緊

急モデル事業
縦'』

車戦型アオコ

回収浄化シス

テム

(市単独蕊業）

夏場に異常発生するアオコを集中的に、かつ効率
的に回収できる車搭載型のアオコ分離脱水装澄に

よりアオコを分離し、水質浄化の推進とアオコ発
生に伴う悪臭の防止を図っています。

→詞

ち霊賀沼睡騰質'零…錘もた

に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
を
は

じ
め
広
く
一
般
に
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
均
次
の
よ
う
な
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
市
民
講
座
等
の
開
催
・
手
賀
沼

浄
化
に
つ
い
て
、
地
元
を
は
じ
め

全
国
か
ら
講
師
を
招
き
、
と
も
に

学
び
な
が
ら
浄
化
へ
の
道
を
探
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
誰

座
等
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

＊
手
賀
沼
ふ
れ
あ
い
清
掃
・
・
・
水
辺

に
親
し
み
自
然
と
触
れ
合
い
な
が

北千葉導水事業による手賀沼の水質変化予測
毎秒最大10立方海の利根川の水を注水した場合に、手賀沼

の水質がどのように変化するかを予測しました。（ただし、利
根川下流部の水利用に支障が出る場合は注水屋が変化します）

〈資料提供：建設省利掴ll下流工事頚務所＞
(mg/2)

用語の解説
◎COD･･･COD(化学的酸素要求量）は、湖沼などの汚濁物質
（有機物等）の多さを表します。値が大きいほど汚れが激しいこ

とになります。

◎アオコ…夏に水面が緑色に変わり悪臭を放つのは、異常発生し

た植物プランクトン（アオコ）が、死滅して腐敗することが原因
です。アオコは水中に窒素やリンが増え、水が富栄菱化して発生

します｡水温の上昇と水がよどむことにより異常発生が進みます。

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

30
，I

－実測

．．‐‐・予測

５
０
２
２

汚
れ
の
度
合
い

ら
水
の
大
切
さ
を
再
認
誠
し
、
水

質
浄
化
へ
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

手
変
沼
の
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
。

＊
小
学
生
の
船
上
学
習
会
：
・
小
学

校
５
．
６
年
生
を
対
象
に
、
手
賀

沼
の
現
状
を
知
り
、
自
然
環
境
に

対
す
る
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
遊
覧
船
を
使
っ
て
学
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も

浄
化
に
ご
協
力
を

手
蛮
沼
の
水
質
浄
化
に
は
、
河

川
や
沼
の
浄
化
と
と
も
に
、
各
家

庭
か
ら
出
る
排
水
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
で
も
、
日
常
生

活
の
中
で
次
の
よ
う
な
浄
化
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
流
し
で
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
ろ

紙
袋
を
つ
け
、
調
理
く
ず
な
ど
は

こ
の
中
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

◎
食
器
や
鍋
な
ど
の
油
や
汚
れ
は

紙
で
ふ
い
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
使
え
な
く
な
っ
た
食
用
油
は
、

黄
源
回
収
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

◎
洗
剤
は
石
け
ん
を
適
愚
使
い
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
課
盆

（
壷
１
１
１
１
内
線
５
６
８

５
０
１
１

（
Ｃ
Ｏ
Ｄ
巧
％
値
）

’

環塊基準=5mg/2
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年度
T

（試験通水開始）

瀬75％値とは､鰻も商い数値と最も低い数値の間の低いほうから75％の数値をとっ
て指標とするもの。通術、平均値（50％他）よりも商い数値となります。

下総基 地 の 米 軍 機 使 用 絶 対 反対
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■
夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
開
放
感
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ボ

ウ
や
痴
漢
な
ど
の
被
害
が
多
く
な

る
と
き
で
す
。

心
と
窓
に
カ
ギ
を
か
け
、
み
な

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
防
犯
に
つ
と
め
、
楽
し

い
夏
休
み
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
空
き
巣
や
忍
び
込
み
の
防
止

●
留
守
に
す
る
と
き
に
は
必
ず
戸

手
賀
沼
再
生
の
願
い
を
込
め
て

開
催
し
て
い
る
「
第
、
回
手
変
沼

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
姦
会
が

一
一
１
１
日
１
０
‐
０
１
９
１
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
‐
１
１

⑱月3旧(木)蚕で← －－＊月3旧（

最
優
秀
賞
に
は
斉
藤
博
胴
さ
ん

夏の防犯運動を実施中’
第
川
回

<暑くとも心と窓のカギかけて犯罪の防止を〉

I

締
ま
り
を
確
認
し
、
近
所
に
一
声

か
け
て
留
守
を
頼
み
ま
し
ょ
う

●
防
犯
ベ
ル
を
設
證
し
ま
し
ょ
う

●
外
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う

●
就
渡
前
に
も
う
一
度
、
戸
締
ま

り
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

◎
乗
り
物
盗
の
防
止

●
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
エ
ン
ジ

ン
キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
ド
ア
ロ
ッ

ク
を
し
ま
し
ょ
う

●
道
路
、
空
き
地
に
長
時
間
の
駐

車
は
や
め
ま
し
ょ
う

●
オ
ー
ト
バ
イ
に
は
ハ
ン
ド
ル
ロ

ッ
ク
を
し
、
チ
ェ
ー
ン
錠
を
か
け

ま
し
ょ
う

●
自
転
車
に
は
必
ず
カ
ギ
を
か
け
、

チ
ェ
ー
ン
錠
等
を
し
ま
し
ょ
う

●
自
転
車
に
は
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

◎
性
犯
罪
の
防
止

●
明
る
い
表
通
り
を
歩
き
ま
し
ょ

、
つ●

刺
激
的
な
服
装
は
控
え
ま
し
ょ

、
フ●

あ
な
た
の
ボ
デ
ィ
ー
ガ
ー
ド
に

防
犯
ブ
ザ
ー
を
擁
帯
し
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
Ｉ
ル
Ⅲ

７
月
狸
日
（
水
）
に
行
わ
れ
、
応
募
＊
我
孫
子
市
教
育
長
賞

た
け
Ｌ

作
品
２
３
１
占
あ
中
か
ら
、
斉
藤
須
田
猛
（
我
孫
子
市
）ま

さ
あ
さ
く
に

博
嗣
さ
ん
（
松
戸
市
）
の
作
品
◎
入
賞
小
田
川
雅
朗
、
永
木
群

と
し

い
し
あ
Ｇ

Ｉ
『
誤
蕾
ど
壹
墓
詫
月
雲
裏
、
鍔
室
、

と
ｇ
た
ち
や
う
ぞ
う

が
最
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
竹
島
昭
夫
、
大
岡
修
、
常
田
忠
造
、

鮮
耀
郭
潔
懇
識
永
識
瞳
蝋
蛎
鰐
屈
誇
一
一

■
た
作
品
を
簔
葦
の
遥
蕊
笑
蒋
八
睾
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
す
る
◎
審
査
員
特
別
賞
恩
田
い
つ
子

一
罐
祷
溌
鮒
総
日
蕊
麗
避
難
壺
纈
募

一
す
（
敬
称
略
）
。
民
会
館
３
階
ホ
ワ
イ
エ
に
展
示
し

◎
優
秀
賞
ま
す
。
手
黄
沼
の
美
し
い
自
然
を
画
叩

＊
我
孫
子
市
長
蛍
と
ら
え
た
す
ば
ら
し
い
作
品
を
お

垣
花
泰
三
（
柏
市
）
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
｜
作

■
＊
篝
子
襄
義
浸
マ
闘
い
合
わ
せ
襄
繰
全
鑿
一
く

森
か
ず
お
（
沼
南
町
）
（
顕
）
１
１
１
１
内
線
５
６
８

し
て
ま
す
か
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
あ
り

ま
す
か
心
の
ゆ
と
り
堕
車
間
距
離

８
月
即
日
（
日
）
ま
で
、
夏
の
交

通
事
故
防
止
運
動
を
実
施
中
で
す
。

夏
の
期
間
は
、
家
族
や
友
人
と

海
・
山
に
出
か
け
る
機
会
が
多
く

な
り
、
事
故
も
増
え
ま
す
。

楽
し
い
は
ず
の
夏
休
み
を
、
苦

い
思
い
出
と
し
な
い
た
め
に
も
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
交
通
事
故
を

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
道
路
を
通
行
す
る
と
き
は

●
信
号
を
き
ち
ん
と
守
る

●
曲
が
り
角
・
見
通
し
の
悪
い
と

こ
ろ
で
は
、
一
旦
停
止
し
て
左
右

を
よ
く
確
認
す
る

◎
自
転
車
に
乗
る
と
き
は

●
横
断
歩
道
や
歩
道
で
歩
行
者
に

迷
惑
を
か
け
な
い

●
自
転
車
は
駐
輪
場
な
ど
決
め
ら

ひ
ろ
つ
ぐ

●
子
ど
も
だ
け
で
川
や
沼
で
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
理
）
０
１
１
０
ま
た
は
防
犯
協

議
会
・
市
民
生
活
課
交
通
防
犯
係

壷
（
配
）
１
１
１
１

れ
た
と
こ
ろ
に
駐
車
す
る

◎
オ
ー
ト
バ
イ
や
車
を
運
転
す
る

と
き
は

●
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
と
き
は
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用
す
る

●
安
全
な
速
度
と
車
間
距
離
を
守

り
無
理
な
進
路
変
更
や
追
い
越
し

を
し
な
い

●
交
差
点
で
は
ま
わ
り
の
車
や
対

向
車
に
注
意
す
る

●
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る

●
疲
れ
て
い
る
と
き
や
眠
い
と
き
、

飲
酒
し
た
と
き
は
運
転
し
な
い

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署

壷
（
理
）
０
１
１
０

一
一作品募 集

、

、

文 化祭第朋回

第38回文化祭を10月15日（日）から11月12日（日）までの期間で行います。
下表の内容で作品を募集しますのでふるってご応募ください。締め切り
は8月19日（土）<ただし、俳句。短歌は9月30日（土)＞まで、作品には
住所、氏名、電話番号を明記してください。なお、日程・会場の都合で
一坐，－÷‐、，上一一心窪，上1輌師÷÷

皆
さ
ん
が
何
気
な
く
使
っ
て
い

る
水
道
の
水
は
《
江
戸
川
の
河
川

水
を
浄
化
し
た
水
と
当
市
の
地
下

か
ら
汲
み
上
げ
た
水
で
す
。

首
都
圏
の
水
道
用
河
川
水
は
十

分
な
鐙
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
ず
、
特
に
使
用
量
の
多
い
夏

期
に
は
水
不
足
に
よ
り
皆
さ
ん
の

謝
貝
難
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団

限
り
あ
る
水
資
源
を
大
切
に

Ｉ
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
・
市
水
道
局
Ｉ

定数になり次第締め切ります。
々

！
|‘

’
ヨ

生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
し

ま
い
ま
す
。

水
は
大
切
な
資
源
。
一
人
ひ
と

り
の
節
水
は
わ
ず
か
な
量
で
も
み

ん
な
で
力
を
合
わ
せ
れ
ば
大
き
な

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

限
り
あ
る
責
源
を
守
る
た
め
に

節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日
９
月
”
日
（
日
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

込
書
（
同
企
業
団
に
用
意
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
ｎ
日

（
金
）
ま
で
に
〒
２
７
１
松
戸
市
七

右
衛
門
新
田
５
４
０
の
５
北
千
葉

広
域
水
道
企
業
団
総
務
課
壷
０
４

７
３
（
躯
）
３
２
１
１
へ

’
’ 1

1
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平和の尊さを考
えてみませんか

二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ

剛
瀦
肋
峠
鰐
鰯
耀
鯛
い
華

櫛
さ
せ
棚
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
の
で

柵
鱒
総
》
鑿
蕊
讓

平
和
の
つ
ど
い

柵
和
て
鵬
・
馴
団
文
化
座
簔
朗
読
劇

衿
平
え
淵
麗
人
龍
遷
譲
」

戦
時
、
嘔
旦
金
￥
後
２
時

今
年
は
、
戦
争
が
終
結
し
て
か
▼
入
場
料
３
０
０
０
円
（
全
席

ら
印
年
目
と
な
り
ま
す
。
当
日
は
自
由
）

広
島
市
や
長
崎
市
を
始
め
、
全
国
◎
平
和
コ
ン
サ
ー
ト
と
講
演
会

各
地
で
原
爆
死
没
者
や
戦
没
者
の
▼
日
時
９
月
釦
且
土
）
午
後
Ｏ

慰
霊
お
よ
び
平
和
を
祈
念
す
る
式
時
釦
分
開
演
（
入
場
無
料
）

典
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
内
容
市
内
在
住
若
手
音
楽
家

戦
争
を
体
験
し
た
世
代
の
方
は
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
阿
部
奈
穂
子
氏
、

高
齢
化
し
、
戦
後
生
ま
れ
の
世
代
小
宮
香
奈
江
氏
、
松
田
轆
氏
ほ
か
）

が
多
く
な
っ
て
お
り
、
戦
争
の
記
長
崎
で
の
被
爆
な
ど
の
体
験
か
ら

つ
る
ふ
み
の

億
が
薄
れ
て
き
て
い
ま
す
。
戦
争
平
和
を
訴
え
る
（
鶴
文
乃
氏
）

き
』

の
悲
惨
さ
や
酷
さ
を
後
世
に
伝
え
、
園
場
所
市
民
プ
ラ
ザ
（
被
爆
．

今年は戦争終結後50周年

’
｜

’

’
’

と
▽
■

束
京
大
空
襲
写
真
パ
ネ
ル
展
を
同
‐

時
開
催
）

囮
問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ
壷

（
記
）
２
１
１
１
、
企
画
課
壷
（
顕
）

１
１
１
１
内
線
２
１
１

原
爆
の
日
記
念
式
典
・
催
し

◎
式
典

▼
日
時
・
場
所
８
月
６
日
（
日
）

午
前
、
時
、
手
黄
沼
公
園
平
和
の

記
念
碑
前
（
雨
天
決
行
）

▼
内
容
献
花
、
黙
と
う

◎
朗
読
会

▼
日
時
８
月
６
日
（
日
）
午
後
１

時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

◎
原
爆
写
真
展

▼
日
時
８
月
６
日
（
日
）
か
ら
８

日
（
火
）
、
午
前
、
時
か
ら
午
後
５

時
（
た
だ
し
、
８
日
は
正
午
ま
で
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

囮
問
い
合
わ
せ
被
爆
者
の
会
山

田
壷
（
配
）
４
４
０
５

L

～

部門

手工芸

洋ラン

写 真

書 道

民 謡

民舞

日舞

洋舞

詩 吟

謡曲

歌謡曲

三曲

俳句

短歌

規格 。 条 件

一人1作品（展示しやすい作品）

開花株

四つ切り以上全紙まで。なるべく

パネル張り。作品裏に住所、電話
番号、氏名、題名を明記。

①軸装雅仙紙半切以内②横額装雅
仙紙半切2分の1以内。作品は自
由。必ず表装。

一曲5分以内

個人は5分以内。団体は10分以内

団体もしくは個人で10分以内

個人で2分以内

一人1曲。カラオケテープを用意

すること。（8トラ不可）

一般参加の社中は1曲5分以内

題：「蜜柑(みかん)」r蔵(あし)」
｢雑詠｣各1句。計3句を原稿用紙

に記入。参加費1000円

未発表1首（題自由）を原稿用紙

に記入。参加費1000円

申込 方 法

電話かハガキで

大きさを明示

電話かハガキで

(作品明記）

｜電話かハガキで

電話で。作品を

持参

ハガキに規格、

題名、訳文明記

電話で

電話かハガキで’
電話かハガキで

電話かハガキで

ハガキで

電話で

ガキで
■

ﾉ､ガキで

作品に参加費を

添えて

’
作品に参加費を

添えて

申込先

ひで

宮本瑛夫
白山1－10－29

壷（84）5837
ひろし

中 村 匿
下ケ戸521
壷（82）3393

小 倉 正 久

根戸1739

盆（82）0702
ユョあな

麦
８

１
１
８

１
７

信
－
３

１１
，
Ｊ

六
一
魂

１
〃
ｌ

小
寿
云

山田清一

船戸2－5－43

壷（82）4405

中野次男

中峠174吟1
壷（88）1791

郡司貴

白山2－12－4

冠（82）2908
あ趣

子
２
１

｜
嘔

庫
９
１
２
０

－
Ｊ

原
１
錘

山
く

石
白
壷

高 橋 美 代 子

栄9－22

壷（82）1743

米野尚三

中里295

壷（88）1243

小 太 刀 治 雄
寿 1 － 4 － 5

壷（82）3653

井手口八重子

緑1－10－5

佐藤睾雄
中峠3795－1
壷（88）6532

染 谷明
尾

｜下ヶ戸285

壷（82）4441

市川貴美子
台田2－17－5

壷（82）4336
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▼
日
程
８
月
１
日
、
８
日
、
犯

日
の
い
ず
れ
も
火
噸
日

▼
受
付
時
間
＊
午
前
９
時
柘
分

か
ら
９
時
幅
分
…
平
成
７
年
４
月

生
ま
れ
（
通
知
が
い
き
ま
す
）
＊

午
前
９
時
幅
分
か
ら
扣
時
犯
分
…

０
か
ら
６
歳
児
で
相
談
の
あ
る
方

▼
内
容
身
体
測
定
ほ
か

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

※
乳
児
健
診
は
、
母
子
健
康
手
帳

の
無
料
券
（
３
か
ら
６
か
月
用
、

９
か
ら
、
か
月
用
）
を
利
用
し
、

医
療
機
関
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

基
本
的
な
生
活
習
憧
を
身
に
つ

け
さ
せ
る
た
め
に
母
親
、
父
親
の

役
割
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

二

n健康ガイド
可

B月の日曜｡体日当,番医 保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台
１
の
胆
の
冊

（
湖
北
駅
南
口
徒
歩
２
分
）

狂
（
師
）
１
１
３
１

画

し診療時間午前9時から午後5時
し持参するもの保険証と診療費

▼
日
程
＊
８
月
３
日
（
木
）
・
・
・
平

成
６
年
１
月
１
日
か
ら
お
日
生
ま

れ
＊
８
月
Ⅷ
日
（
木
）
：
．
平
成
６
年

１
月
猫
日
か
ら
誕
日
生
ま
れ

▼
受
付
時
間
い
ず
れ
も
午
前
９

時
巧
分
か
ら
、
時
鋤
分

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
問
診

票
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の
２
本
）

２
歳
８
か
月
児
を
対
象
に
歯
科

健
診
、
歯
み
が
き
指
導
希
望
者

に
は
フ
ッ
化
物
塗
布
を
行
い
ま
す
。

（
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
）

▼
日
時
８
月
聖
日
（
木
）
、
受
付

は
午
前
９
時
巧
分
か
ら
、
時
釦
分

▼
対
象
平
成
４
年
型
月
生
ま
れ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
通
知

ハ
ガ
キ
、
歯
ブ
ラ
シ
（
親
と
子
の

２
本
）
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル

－

食
事
記
録
の
カ
ロ
リ
ー
チ
ェ
ッ

ク
や
献
立
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

高
血
圧
な
ど
で
食
事
療
法
が
必
要

な
方
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
担
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
養
士

▼
申
し
込
み
電
話
予
約
百
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

障
害
児
教
育

相
談
専
用
電

話
の
ご
利
用
を

市
教
育
研
究
所
で
は
、
４
月
か

ｅ

二 ら
心
身
障
害
児
を
持
つ
お
母
さ
ん

た
ち
を
対
象
に
障
害
児
教
育
相
談

窓
口
を
開
設
。
ま
た
、
こ
の
ほ
ど

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
悩
み
や

相
談
に
気
軽
に
対
応
で
き
る
よ
う

次
の
と
お
り
専
用
電
話
も
設
置
し

ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
専
用
番
号
壷
（
師
）
４
６
４
０

▼
相
談
日
毎
週
月
・
水
．
金
曜

日
の
午
前
、
時
か
ら
午
後
４
時

▼
問
い
合
わ
せ
市
教
育
研
究
所

垂
（
師
）
４
６
０
０

、
麻
し
ん
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
）
、

風
し
ん
、
日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

は
、
医
療
機
関
で
受
け
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
実
施
医
療
機
関
お
よ
び

予
防
接
種
の
詳
細
は
、
予
防
接
種

ノ
ー
ト
（
出
生
お
よ
び
対
象
と
な

る
転
入
者
に
は
各
翌
月
に
郵
送
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
迄
新
た

に
次
の
医
療
機
関
が
予
防
接
種
を

》
誠
悔
鐸
露
壁
蛙
帷
勤
峠
詠
雅
か

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

▼
日
時
８
月
詔
日
（
水
）
、
型
日

（
木
）
午
前
８
時
訓
分
か
ら
午
後
６

時
（
参
加
費
無
料
）

▼
場
所
市
民
会
館

▼
内
容
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

車
イ
ス
や
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
体
験
、

福
祉
施
設
で
の
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ

▼
日
時
８
月
犯
日
か
ら
９
月
廻

日
ま
で
の
毎
週
火
峨
日
、
午
後
１

時
か
ら
３
時
（
た
だ
し
、
９
月
廻

日
は
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
時
）

※
全
日
程
参
加
で
き
る
方
に
限
る

▼
場
所
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
参
加
費
無
料
）

▼
内
容
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
と

１
の
配
査
（
串
）
１
３
８
５

▼
持
参
予
診
票
、
母
子
健
康
手

帳
、
印
鑑

▼
黄
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

高
校
生
の
た
め
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
〃
ア
体
験
教
室

身
燃
膳
望
塁
側
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
轤
湘
誌

‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
１
ｌ
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｊ

「
ボ
ラ
ン
テ
所
ア
講
習
浄
麿
」

日
時
８
月
犯
日
か
ら
９
月
巫
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
役

’

Ｈ
ｑ
炳
日
鋤
ｌ
ｊ
旧
‐
Ｉ
．
。

l

l
ア▼

参
加
資
格
福
祉
や
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
興
味
の
あ
る
高
校
生

▼
定
員
先
着
訓
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
８
月
お
日
（
水
）
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
壷
（
壁
１
５
３
９
へ

日
曜
日
、
祝
日
に
急
に
歯
が
痛

く
な
っ
た
方
を
対
象
に
応
急
的
な

手
当
て
を
し
ま
す
。

▼
診
療
日
。
場
所
日
曜
日
・
祝

日
及
び
８
月
晦
日
（
火
）
午
前
９
時

、 身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
役

割▼
定
員
先
着
、
名

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
８
月
巧
日
（
火
）
ま
で
に
同
セ

ン
タ
ー
壷
（
配
）
０
１
４
１
へ

※
湖
北
駅
北
口
よ
り
無
料
送
迎
バ

ス
有
り

▼
日
時
８
月
型
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
２
時

▼
対
象
整
形
外
科
的
な
心
配
の

あ
る
嘔
歳
未
満
の
乳
幼
児
と
児
童

▼
内
容
整
形
外
科
医
に
よ
る
診

察
、
保
健
婦
に
よ
る
指
導
な
ど

…

か
ら
ｎ
時
釦
分
、
市
民
会
館
２
階

▼
持
参
保
険
証
と
診
療
費

▼
問
い
合
わ
せ
同
診
療
所
霊

虚
）
１
３
１
１
禿
だ
し
、
診
療
時

間
に
限
る
）

く
の
ど
が
ひ
つ
つ
い
て
つ
ら
い

と
か
、
夜
何
回
も
起
き
て
水
を

飲
ん
だ
な
ど
と
い
う
話
を
聞
か

さ
れ
ま
す
。

成
人
の
場
合
、
体
重
の
約
帥

％
は
水
で
占
め
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
水
は
細
胞
外
液
（
体
重
の

釦
％
）
、
細
胞
内
液
（
体
重
の

蛆
％
）
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。

激
し
い
運
動
で
汗
を
か
い
た

り
、
熱
が
出
た
り
、
何
度
も
吐

い
た
り
し
て
脱
水
症
状
を
お
こ

し
た
場
合
、
水
分
を
十
分
に
補

わ
な
い
と
細
胞
外
液
が
減
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
体
内
の

水
不
足
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
、

55

▼
日
時
毎
月
第
２
火
曜
日
茄

月
は
除
く
）
午
後
２
時
か
ら
４
時

▼
対
象
ア
ル
コ
ー
ル
問
題
を
抱

え
た
本
人
や
そ
の
家
族

▼
日
時
８
月
幻
日
（
月
）
午
前
、

時
か
ら
午
後
４
時

▼
対
象
発
達
の
遅
れ
が
心
配
な

２
歳
ま
で
の
乳
幼
児

▼
内
容
発
達
心
理
相
談
員
と
保

健
婦
に
よ
る
相
談
・
指
導

▼
申
し
込
み
電
話
で
柏
保
健
所

保
健
指
導
課
へ
（
予
約
制
）

お
年
寄
り
で
は
、
脱
水
症
状
が

進
む
と
日
常
生
活
で
の
意
欲
の
低

下
、
不
眠
、
さ
ら
に
は
ボ
ケ
症
状

を
は
じ
め
と
す
る
若
い
人
に
は
あ

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳

移
動
し
ま
す
。
細
胞
内
液
は
、
体
内

の
水
の
タ
ン
ク
の
よ
う
な
働
き
を

す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

お年寄りと

水について 0

▼
内
容
糖
神
保
健
相
談
頁
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
（
専
門
医
に
よ
る

相
談
は
予
約
が
必
要
）

症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
の
方
が
、
水
を
飲

ま
な
く
な
っ
た
り
、
食
事
の
鐙

が
減
っ
た
り
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
家
族
の
方
が
十
分
に
気
を

つ
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

か
ら
夏
場
に
な
る
と
汗
を
か
き

や
す
く
、
さ
ら
に
脱
水
症
状
が

す
す
む
と
血
液
が
挫
く
な
り
、

脳
血
栓
や
脳
梗
塞
を
ひ
き
お
こ

す
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
脱
水
症
状
に

な
り
易
く
、
ト
イ
レ
の
心
配
か

ら
水
を
飲
む
こ
と
を
我
慢
す
る

方
も
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
夏

に
向
け
て
、
脱
水
予
防
の
為
に

は
の
ど
が
乾
い
た
ら
水
を
飲
み

水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
壷
（
記
）
５
５
２
５

心の健康相 談

精神病・ﾎ鋤神経症など、心の病でお悩

みの方はぜひご利用を。

し日時平成8年3月までの第1から第4

金曜日(祝日は除く)、午後2時から4時

し場所。問い合わせ柏保健所公(67)1255 ’｜’
…

’
二

育
児
相
談

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査日

6日 叩

｜I

13日

20日

27日

病・医院名

我孫子つくし野病院

村山医院

我孫子聖仁会病院

小倉外科内科

平和台病院

星野医院

アビコ外科整形外科病院

横田小児科医院

電話

84-2211

82-5171

88-3111

82-0165

89-1111

88-2248

84-7321

84-4133

ム
シ
缶

予
防
教
室

障
害
者
と
い
っ
し
ょ
に

ひ
ま
わ
り
号
参
加
者
募
集

電
車
な
ど
で
外
出
す
る
機
会
▼
参
加
費
大
人
４
０
０
０
円
、

の
少
な
い
障
害
者
の
方
と
い
つ
中
学
・
高
校
・
大
学
生
３
５
０

し
ょ
に
旅
行
す
る
「
ひ
ま
わ
り
０
円
、
小
学
生
３
０
０
０
円

号
」
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
交
通
萱
、
弁
当
代
、
障
害
保

の
ん
び
り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
で
険
料
、
タ
ワ
ー
展
望
代
含
む
）

秋
の
一
日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

し
よ
う
。

ハ
ガ
キ
に
住
所
へ
氏
名
、
年
齢

▼
日
程
、
月
晦
日
（
且
電
話
番
号
、
障
害
者
か
ボ
ラ
ン

▼
行
き
先
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
テ
ィ
ア
の
区
別
を
明
記
し
、
９

ワ
ー
．
（
横
浜
市
）
月
２
日
主
）
ま
で
に
〒
２
７
０

▼
募
集
人
数
障
害
者
１
０
０
１
ｍ
流
山
市
下
花
輪
４
０
９

名
、
同
伴
者
（
家
族
）
帥
名
、
（
束
葛
病
院
内
）
ひ
ま
わ
り
号

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
７
０
名
（
先
を
走
ら
せ
る
「
ち
ぱ
」
実
行
委

着
順
）
員
会
狂
（
聖
９
２
２
８
へ

栄
養
相
談

夜間の急病のときは

言上醸冠(Sｱ)1141

お知らせ

8月のしあわせ学級

母親学級、肩こり腰痛

教室は､お休みします。

＝保健センター＝

個別 接 種

日
本
脳
炎

生
後
６
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
２
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

風
し
ん
生
後
哩
月
か
ら
卯
月
麻
疹
接
種
後
に
１
回
接
種

三
種
混
合

－

破百ジ

傷圃子
せり

風きア

生
後
３
月
か
ら
卯
月
・
１
期
初
回
（
３
回
）
及

び
１
期
追
加
（
１
回
）
接
種

※
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
人
は
、
二
種
混
合
を

接
種
君
：
１

し
ん

麻
疹
（
は
し
か
）

生
後
吻
月
か
ら
卯
月
。
１
回
接
種

予
防
接
種
名

対
象
年
齢
・
接
種
回
数

３
歳
児
健
康
診
査

休
日
救
急
歯
科
診
療
所
か
ら

療
育
相
談

ア
ル
コ
ー
ル
鐘
み
ご
と
相
談

乳
幼
児
発
達
相
談

ﾛ－

「－

柏保健所では、次の

とおりエイズの夜間検

査を実施しますので、

ご利用ください。

検査は無料でプライバ

シーは固く守られます。

修日時8月15日(火）

午後6時から8時

惨場所・問い合わせ

柏保健所予防課恋(67）

1255
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困
胤
阿
捌
し
筐

絵
本
の
銃
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
銭

く
ら
い
ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
集
ま
れ
。

今
年
で
戦
争
が
終
結
し
て
か
ら

釦
周
年
。
過
去
の
過
ち
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
戦
争
の

悲
惨
さ
、
恐
ろ
し
さ
を
記
し
た
本

を
紹
介
し
ま
す
。

▼
書
名
（
著
者
）
＊
あ
の
日
広

島
と
長
崎
で
（
平
和
博
物
館
を
創

る
会
）
＊
図
説
太
平
洋
戦
争

（
池
田
清
）
＊
戦
争
犠
牲
者
と

日
本
の
戦
争
蛮
任
（
三
浦
永
土

＊
広
島
・
長
崎
の
平
和
宣
言
（
鎌

田
定
夫
）
＊
戦
争
中
の
暮
ら
し

の
記
録
＊
ヒ
ロ
シ
マ
の
「
生
命

の
木
」
（
大
江
健
三
郎
）
＊
き

け
わ
だ
つ
み
の
声
（
日
本
戦
没
学

生
記
念
会
）
＊
ひ
め
ゆ
り
の
塔

（
石
野
径
一
郎
）
＊
慰
安
婦
た

ち
の
太
平
洋
戦
争
（
山
田
盟
子
）

＊
図
説
戦
争
の
中
の
子
ど
も
た
ち

（
山
中
恒
）

態
市
民
図
書
館

霞
湖
北
台
分
館

鐙
布
佐
分
館

態
移
動
図
書
館 一

塁
図
書
館

だ
よ
り

盃
（
別
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
３
０
５
５

壷
（
的
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

も
凸】

ヨ
軍

’ ▼
日
程
＊
８
月
３
日
（
木
）
・
双

日
（
木
）
市
民
会
館
第
４
会
議
室

＊
８
月
、
日
（
木
）
・
聖
日
（
木
）
布

佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
訓

分◎
湖
北
台
分
館

Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▼
作
品
。
作
者
古
い
都
（
６
号
）

・
・
・
多
賀
谷
マ
サ
エ
（
つ
く
し
野
）

バ
ラ
（
６
号
）
：
・
田
村
美
保
子

（
あ
ら
き
野
）
静
物
而
号
）

。
：
藤
瀬
晃
子
（
つ
く
し
野
）

◎
布
佐
分
館

Ⅱ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
。
キ
ル
ト
Ⅱ

そよかせ号(:書鯖豊)B月の日程(蕊）
ｽﾃｰｼｮﾝ名場所 ｜時間(午後）
湖北湖北地区公民館|1:20~1:50
中峠中峠亀田谷公園2:10～2:50

青山台柴崎 台4 号公 園3 :1 0～ 4:00

平和台布佐南近隣センター2:00～2:40

新木野|新木児童公園3:00~4:00
久寺家|久寺家あけぼの公園2:00～2:45

つくし野東急ショッピングセンター裏3:00～4:00

1天王台東天王台東児童公園2:00~2:50
1天王台西浅野谷3号公園3:10~4:00
白 山 三 洋 電機社宅入口1:30～2;15

並木丸石家具駐車場2:30～3:00

台田|台田池尻公園3:20~4:00
根戸|根戸近隣センター2:00~2:40
1つくし野|東急ｼｮｯビﾝグｾﾝﾀー 裏3:00~4:00

’日

ヤ
ラ
リ
Ｉ

２
．
胴

水

３
．
Ｗ

－－‐=‐＝一

木

４
．
冊 小

さ
な
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
「
ち
び
っ

こ
交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

交
通
安
全
教
育
は
、
幼
児
期
か

ら
の
習
慨
付
け
が
最
も
効
果
的
。

保
育
園
や
幼
稚
園
、
小
学
校
な
ど

で
、
正
し
い
歩
き
方
を
中
心
と
し

金 ▼
作
品
。
作
者
黎
明
（
１
２
０

函
×
１
２
０
聖
、
い
そ
ぎ
ん
ち
ゃ

く
（
銘
皿
×
配
聖
、
無
題
（
妬

叩
×
妬
聖
：
．
い
ず
れ
の
作
品
も

窪
田
光
土
里
（
新
々
田
）

圏
展
示
期
間
８
月
３
日
（
木
）
か

ら
９
月
５
日
（
火
）
ま
で

ち
び
っ
こ
交
通
安
全
大
会

家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
ル
ー
ル
を
覚
え
よ
う

９
．
羽

水

,01
o

24
木

』
』

｜
||‘ M|金

柔職獄予溌溌穂謙L鍵溌織繍菫弓

…“… た
安
全
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

人
形
劇
や
シ
ョ
ー
な
ど
の
楽
し
い

催
し
を
と
お
し
て
交
通
ル
ー
ル
を

覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

当
日
は
術
撃
体
験
装
遥
（
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
）
を
使

っ
た
衝
突
体
験
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
２
日
（
土
）
正
午
か
ら

４
時

▼
場
所
市
民
会
館

L
「
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
か

ら
情
報
を
得
ら
れ
な
い
聴
覚
障

害
者
に
情
報
を
提
供
し
、
と
も

に
生
き
ら
れ
る
暖
か
い
地
域
づ

く
り
を
」
と
、
手
話
の
勉
強
と

聴
覚
障
害
者
と
の
交
流
を
図
っ

て
い
る
の
が
手
話
サ
ー
ク
ル

「
て
が
の
会
」
の
皆
さ
ん
。

昭
和
聖
年
に
市
が
主
催
し
た

熱鋤闘⑬ 圖
月
睦
国
気
僖
囿

舅
室
月
固
冒
す

手
話
で
表

Ⅱ
財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会
Ⅱ

手話サークル

てが の会
▼
内
容
＊
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
公

演
（
午
後
１
時
訓
分
開
場
）
．
：
交

通
安
全
劇
「
犬
の
お
ま
わ
り
ざ
ん

と
械
断
歩
道
」
、
歌
の
お
姉
さ
ん

の
子
ど
も
シ
ョ
ー
、
人
形
劇
「
わ

ん
ぱ
く
孫
悟
空
」

＊
術
撃
体
験
（
正
午
か
ら
午
後
３

時
）▼

定
員
先
着
１
０
０
０
名

▼
入
場
方
法
市
役
所
市
民
生
活

課
（
西
別
館
３
階
）
奄
各
支
所
、

行
政
連
絡
所
で
配
布
す
る
無
料
入

場
券
を
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
入
場
券
は
、
な
く
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

云
（
距
）
１
１
１
１

手
話
講
習
会
に
参
加
し
た
約
鋤
人

が
「
も
っ
と
学
ぴ
た
ど
と
会
を

結
成
。
現
在
、
会
員
は
小
学
校
３

年
生
か
ら
釦
歳
代
ま
で
の
超
人
で

学
生
が
約
半
分
を
し
め
る
。

活
動
は
、
毎
週
火
曜
日
の
午
後

７
時
か
ら
中
央
公
民
館
で
ビ
デ
オ

や
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
勉
強
す
る

ほ
か
、
釣
り
や
茶
道
な
ど
を
と
お

し
た
交
流
も
盛
ん
に
行
っ
て
い
る
。

会
員
以
外
の
人
に
も
門
戸
を
広

く
解
放
し
、
毎
回
訓
人
近
く
の
人

が
熱
心
に
手
話
に
取
り
組
む
。

『
手
話
は
向
き
合
わ
な
け
れ
ば

使
え
な
い
も
の
。
互
い
の
人
間
性

が
分
か
っ
て
は
じ
め
て
う
ま
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
す
」

と
会
長
を
務
め
る
山
田
詩
朗
ざ
ん
。

互
い
を
理
解
す
る
た
め
に
聴
覚

障
害
者
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
と

現
力

は
変
格
を
取
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
手
話

心
‐
‐
↑

を
豊
か
に
野
震
亨
‐
に
※

市
内
で
は
、
手
話
に
関
心
を
持

つ
人
が
増
え
、
１
年
ぐ
ら
い
前
に

一
人
と
も
に
聴
覚
以
外
の
障
害
を
持
つ
会
を
三
つ
に
分
割
。
そ
れ
ぞ
れ
が

差
方
も
招
き
「
障
害
と
は
な
に
か
」
独
自
の
活
動
を
行
え
る
ほ
ど
に
会

す
に
つ
い
て
も
広
く
考
え
る
。
員
は
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
「
今

で
「
手
話
は
も
う
一
つ
の
言
語
。
後
も
若
い
人
た
ち
が
も
っ
と
気
楽

勉
強
す
る
ほ
ど
自
分
の
表
現
力
も
に
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
：
」
。

‐
後
豊
か
に
な
り
、
視
野
が
広
が
り
ま
▼
連
絡
先
社
会
福
祉
協
議
会
壷

〃
オ
す
」
と
会
員
の
皆
さ
ん
。
な
か
に
（
理
１
５
３
９

〃
る

」
お

る
。

』
広

〉
人

↑
ぱ

同
性

、
コ

す
」

ん
。

》
覚

一
と

夏
休
み
も
い
よ
い
よ
本
番
、
親

子
で
手
賀
沼
の
現
状
や
水
質
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
調
べ
、
水
の

流
れ
や
持
っ
て
い
る
力
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◎
夏
休
み
親
子
手
賀
沼
船
上
観
察

《
云▼

日
時
８
月
蝿
日
（
金
）
午
前
、

（ ）手賀沼親水広場からのお知らせ

水について親子で

学んでみませんか

時
か
ら
午
後
３
時

▼
内
容
船
上
か
ら
の
手
蛮
沼
観
一

宗
、
沼
の
水
の
色
や
に
お
い
、
プ
ー

ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
な
ど

▼
定
員
先
着
記
名

▼
持
参
弁
当
、
飲
み
物
等
一

．
夏
休
み
親
子
手
賀
沼
勉
強
会
一

▼
日
時
８
月
ｕ
日
（
金
）
、
哩
日
一

（
土
）
、
過
日
（
且
、
お
日
（
金
）
、

沁
日
（
土
）
、
諏
日
（
且
、
い
ず
れ

も
午
後
１
時
か
ら
４
時

▼
内
容
沼
の
水
の
色
や
に
お
い
・

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
な
ど
、
水

に
つ
い
て
の
学
習

▼
定
員
各
日
と
も
先
着
、
名

園
対
象
小
学
校
４
年
生
か
ら
中

学
生
と
そ
の
保
謹
者

圏
参
加
蜜
無
料

園
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
ま
た
は
直
接
手
賀
沼
親
水
広
場

壷
（
鍵
）
０
５
５
５
へ
（
た
だ
し

月
曜
日
の
休
館
日
を
除
く
毎
日
、

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
鋤
分
ま

で
）

一・一の－4■b
ー

Ⅱ
漣
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
ピ
ア
ノ
〈
阿
部
壷

（
弘
）
６
４
９
７
〉

▼
無
料
で
＊
ル
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー

〈
高
崎
垂
露
）
３
２
６
３
〉

Ｉ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ｉ

＊
三
輪
自
転
車
〈
五
嶋
垂
（
蹄
）
５

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。

締切は毎月13日(必着)。ハガキで1人1作に限

ります。
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短歌 俳句
山 本寛太選 染谷杲径選

い
ま
へ
さ
ぎ
り

静
か
な
る
朝
の
沼
面
に
立
ち
こ
め
し
狭
霧
は
消
え
て

よ
し
き
り
の
鳴
く
，
須
田
博

紅
ふ
か
く
ま
ろ
ま
ろ
な
ら
ぶ
礎
確
の
み
づ
み
づ
と
し

て
蝉
け
む
ば
か
り

須
釜
責

病
む
吾
れ
に
塩
か
ら
き
粥
つ
く
り
く
れ
し
若
寿
を
こ

か
ゆ

い
と

よ
な
く
愛
し
と
お
も
ふ
小
林
直
江

か
し

中
峠
の
沿
革
誌
に
見
る
水
運
の
芝
原
河
岸
あ
り
し
古

岡
田
清
一

銅
醍
函
蝿
睡
映
す
硝
子
窓
日
の
出
近
づ
き
青
白
み
初

》
て

む

村
上
弘

五
月
雨
に
庭
の
緑
の
定
ま
り
て
落
つ
る
梅
の
実
庭
に

散
り
ぼ
ふ
公
手
孝
嗣

利
根
川
唖
癖
鎚
蛎
く
舟
の
中
赤
き
パ
ラ
ソ
ル
二
つ
揺

れ
を
り

関
口
静
江

雨
に
ぬ
れ
色
鮮
や
か
な
る
紫
陽
花
に
魅
せ
ら
れ
路
を

遠
ま
は
り
す
る
村
上
道
代

挺
生
祝
の
コ
ロ
ッ
テ
ィ
の
バ
ッ
グ
届
き
来
ぬ
嫁
の
傘

跡
息
子
の
名
前
小
出
礼
子

む
つ
さ

糸
は
こ
ぶ
針
の
手
休
め
あ
ほ
ぎ
見
る
六
月
の
晴
れ
間

す
ば
ら
し
き
か
な
箕
田
つ
ゆ
子

す
ん
あ
じ

朝
市
の
寸
の
揃
い
し
小
鯵
か
な
田
中
栄
太
郎

は
な
お
つ
ぐ

あ
や
め
田
の
花
の
香
に
人
美
し
く
立
つ
有
馬
幽
一

か
い
し
ゃ
う
う

ダ
ム
と
な
る
日
の
迫
ま
る
峡
騨
雨
来
る
斉
藤
幸
子

い
で
た
ゆ
か
ち
わ

出
立
ち
も
床
し
く
く
ぐ
る
茅
の
輪
か
な海

老
原
千
代
子

び
わ

枇
杷
の
花
あ
り
し
を
知
り
ぬ
実
の
た
わ
わ宮

腰
多
加
雄

基
洗
う
い
ろ
い
ろ
告
げ
る
こ
と
多
く
壁
谷
千
鶴
子

思
い
出
の
病
院
通
い
梅
雨
寒
し
石
川
照
子

芭
虫
潔

風
ぬ
け
る
気
侭
な
余
甦
夏
座
扱
篠
田
ま
さ

父
母
に
縁
薄
き
身
の
魂
迎
え
関
口
静
江

ひ
と
り
住
む
暗
さ
に
梅
酒
に
ご
し
げ
り
公
手
孝
嗣

青
嵐
沼
は
白
波
わ
ず
か
な
り

山
口
魁

山
深
き
谷
の
瀬
音
や
青
風
高
沢
千
代
子

q

３
４
８
〉
＊
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

〈
門
井
垂
（
理
６
７
５
４
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ー

ナ
ー
掲
載
は
市
民
生
活
課
で
遮
話

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

’
1

、

ひ

ろ
－－－－

卜

I

1民
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ヨ
ー
グ
ル
ト
ケ
ー
キ

▼世界でも珍しい鳥

第18回烏の博物館企画展
冷
蔵
庫
で
簡
単
に
で
き
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
ど
な

た
に
も
喜
ば
れ
、
朝
食
が
足
り
な
い
と
き
や
デ
ザ
ー
ト
に
も
最

適
。
夏
休
み
も
本
番
、
ぜ
ひ
一
度
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

沖縄の凝烏展鰄II
｢ヤンバルの烏たち｣を開催中

画
一一一司臥琵日J‐_々，鄙』,_昌一.一.＝－．．－と．"..』△→-.-__…

ー

ー

企
画
展

ｒ
ｔ
ｎ

今
回

ル
（
山

鳥
北
部

ト
を
あ

る
烏
た

ま
た

は
か
け

を
ジ
オ

で
も
ヤ

か
生
息

ル
ク
イ

見
。
夏

一
ご
臆

》
蕊

一
一

‐・塩味のﾛー ｽﾄクラッカー8枚一

．ヨーグルト用砂糖大さじ1

・ヨーグル|､(無糖)500cc
・生クリーム200cc

・牛乳150cc

・砂糖1009
．ゼラチン

,霊ﾝ､＊譽齢｜‐･ケーキ型

烏
の
博 画博
物
館
で
は
、
第
娼
回

「
沖
縄
の
野
鳥
展
Ｐ
ａ

」
を
開
催
中
で
す
。

の
企
画
展
は
、
ヤ
ン
バ

原
）
と
呼
ば
れ
る
沖
繩

地
域
の
森
林
に
ス
ポ
ッ

て
ヤ
ン
パ
ル
に
生
活
す

ち
（
約
釦
点
）
を
展
示
。

、
日
本
本
土
の
気
候
と

離
れ
た
亜
熱
帯
の
自
然

ラ
マ
で
も
紹
介
。
世
界

ン
バ
ル
地
方
の
森
に
し

し
て
い
な
い
烏
ヤ
ン
バ

ナ
や
ノ
グ
チ
ゲ
ラ
は
必

休
み
の
思
い
出
に
ぜ
ひ
、

に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

示
期
間
哩
月
”
日

ま
で
（
た
だ
し
、
月
峨

、
祝
日
の
翌
日
は
休
館
）

場
所
。
問
い
合
わ
せ

の
博
物
館
壷
（
顕
）
２
２

２

園

①
塩
味
の
ロ
ー
ス
ト
ク
ラ
ッ
カ
ー

を
１
ｍ
位
の
大
き
さ
に
砕
き
、
ヨ

ー
グ
ル
ト
用
砂
糖
大
さ
じ
１
杯
と

混
ぜ
、
ケ
ー
キ
型
の
底
に
敷
く
。

（
ク
ラ
ッ
カ
ー
を
砕
く
時
《
ビ
ニ

ー
ル
袋
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
）

②
ゼ
ラ
チ
ン
、
ｇ
を
水
で
溶
い
て

１
０
０
“
に
し
へ
、
分
か
ら
超
分

位
ふ
や
か
し
て
お
く
。

③
牛
乳
に
砂
糖
、
②
の
ゼ
ラ
チ
ン

を
入
れ
、
人
雌
程
度
に
温
め
て
溶

昭
和
嬢
年
、
県
下
型
番
目
に
我

孫
子
市
が
誕
生
し
て
今
年
で
率
年

目
。
７
月
１
日
（
土
）
、
こ
の
市
制

奉
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
が
、
市

長
は
じ
め
、
国
会
議
員
、
県
・
市

議
会
議
員
、
関
係
者
な
ど
約
６
０

● ⑤
L

懇 ‘

囮
回
因

市
政
功
労
者
を
顕
彰

市
制
妬
周
年
記
念
式
典
行
わ
れ
る

あ
び

山本照美さん

（天王台）

騒 淵阻湯 か
す
。

④
生
ク
リ
ー
ム
を
ヨ
ー
グ
ル
ト
の

固
さ
に
ホ
イ
ッ
プ
す
る
。

⑤
④
に
③
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
レ
モ

ン
汁
を
加
え
て
よ
く
混
ぜ
る
。

（
レ
モ
ン
汁
を
入
れ
な
い
と
、
固

ま
り
ま
せ
ん
）

⑥
①
の
ケ
ー
キ
型
に
静
か
に
流
し

込
み
冷
蔵
庫
で
１
時
間
程
度
冷
や

し
、
豆
腐
よ
り
少
し
か
た
い
く
ら

い
に
か
た
ま
れ
ば
出
来
上
が
り
。

※
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
か
わ
り
に
、
ケ

ー
キ
の
ス
ポ
ン
ジ
台
を
使
っ
て
も

お
い
し
く
で
き
ま
す
。
ま
た
、
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
で
一
人
分
づ

つ
作
り
、
ジ
ャ
ム
や
果
物
で
飾
り

つ
け
る
と
、
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

に
も
最
適
で
す
。

０
名
が
出
席
し
て
、
市
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
〈
－
モ

ニ
ー
管
弦
楽
団
の
演
奏
に
よ
り
、

我
孫
子
合
唱
連
盟
が
美
し
い
歌
声

判

Ⅲ
細
ド
ー
１
Ｆ

国
』
■
｜
■
二
三
、
↑
・
脳
Ⅸ

し
福
嶋
市
長
か
ら
教
育
文
化

功
労
を
代
表
し
て
受
賞
す
る

高
橋
美
代
子
さ
ん

つ
』

あ

れ

こ
で
、
〃
市
民
の
歌
〃
を
披
露
。

市
制
霊
周
年
を
祝
う
式
典
に

ふ
さ
わ
し
い
幕
あ
け
と
な
り
ま

し
た
。席

上
、
福
嶋
浩
彦
市
長
（
写

真
）
は
、
「
幻
世
紀
を
目
前
に

控
え
、
本
市
の
将
来
都
市
像
で

あ
る
〃
手
焚
沼
の
ほ
と
り
や

す
ら
ぎ
の
ま
ち
〃
の
実
現
に
向

け
、
各
種
施
策
を
展
開
し
て
い

き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

式
典
で
は
、
社
会
福
祉
、
教

育
・
文
化
、
保
健
を
は
じ
め
、

消
防
、
建
設
、
産
業
な
ど
、
長

年
市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方

の
功
綴
を
た
た
え
、
２
９
９
名

の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

れ
一

れ

｜
馬

社
会
を
明
る

く
す
る
運
動

「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が
築
く

明
る
い
社
会
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
毒
７
月
３
日
（
月
）
、
４
日

（
火
）
の
両
日
、
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
実
施
委
員
会
と
市
保

謹
司
会
、
更
生
保
謹
婦
人
会
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
、
市
内
駅
頭

に
お
い
て
広
報
活
動
を
展
開
。

こ
の
運
動
は
犯
罪
の
防
止
と

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
全
国
的
な
運
動
で

す
。

３
日
（
月
）
に
は
福
嶋
市
長

（
写
真
）
も
早
朝
か
ら
我
孫
子
．

天
王
台
駅
頭
に
立
ち
、
通
勤
・

通
学
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
．

主
婦
な
ど
一
人
ひ
と
り
に
「
少

年
非
行
防
止
と
更
生
の
援
助
」

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

川
原
に
ゴ
ミ
ば
捨
て
な
い
で
ｒ
１
ｌ
制

毎
年
７
月
は
〃
河
川
愛
謹
月

間
〃
・
市
で
は
、
こ
の
月
間
に

合
わ
せ
、
７
月
７
日
（
金
）
、
建

設
省
と
市
内
建
設
業
協
会
の
協

力
を
得
て
、
利
根
川
河
川
敷
の

一
斉
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

利
根
川
河
川
敷
を
清
掃

び
こ
あ
れ
こ
れ

清
掃
は
、
大
利
根
橋
下
流
か

ら
栄
橘
に
至
る
嘔
町
を
約
１
５

０
名
が
車
手
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
を

持
ち
、
作
業
を
開
始
。
当
日
は
、

梅
雨
の
谷
間
で
気
温
も
グ
ン
グ

ン
上
昇
す
る
な
か
、
参
加
者
は

汗
を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
空
き
カ
ン

や
空
き
ピ
ン
を
回
収
。
回
収
き

れ
た
ゴ
ミ
の
量
は
４
ト
ン
ト
ラ

ッ
ク
６
台
分
に
も
な
り
ま
し
た
。

本
格
的
な
夏
休
み
に
入
り
、

車
で
旅
行
に
出
か
け
る
機
会
も

多
く
な
り
ま
す
。
車
内
で
飲
ん

だ
ジ
ュ
ー
ス
類
等
の
空
き
カ
ン

や
ゴ
ミ
は
河
川
の
自
然
環
境
を

守
る
た
め
、
必
ず
持
ち
帰
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

あのころの…

二手＝賀
⑫
三
一は

一
一
一
一
一
一
一
一
一

昔
懐
し
い
手
預
沼
や
市
内
の
風
景
写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
Ⅱ
広
報
広
聴
課
Ⅱ

0■■

患

７
月
２
日
（
日
）
、
布
佐
南
近

隣
セ
ン
タ
ー
で
布
佐
南
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
、
周
年
記
念

式
典
が
、
歴
代
の
役
員
、
地
元

市
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
市
内

４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

あ
び
こ
あ
れ
こ
れ

q

役
員
な
ど
約
１
０
０
名
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
地
域
住
民
の
相

互
交
流
を
深
め
、
地
域
の
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

市
内
で
初
め
て
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
し
て
発
足
。

当
日
『
来
賓
と
し
て
出
席
し
た

福
嶋
浩
彦
市
長
は
「
こ
れ
か
ら
も

市
内
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お

け
る
活
動
の
、
り
ｌ
ド
役
と
し
て

期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

か
郡

式
典
後
、
〃
ひ
ょ
っ
と
こ
陸
″

低
や
し

の
皆
さ
ん
が
、
お
雌
子
と
舞
に
よ

る
「
大
黒
舞
」
「
獅
子
舞
」
な
ど
の

お
め
で
た
い
出
し
物
を
披
露
し
、

、
周
年
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

<昭和30年代､中里付近の手賀沼の渡し：撮影倉内竜夫氏(布佐平和台)>

昔の思い出の写真から当時の手賀沼を振り返ってみません
か。（このシリーズは毎月1日号に掲戦しています）’



’

’ あ び 199581(6)一
』第906号

’’(仮)我孫子ガイドクラブ
ボランテイア固回回a

ゆう

悠有
す

ちやん

11か月） 郷土史や自然観察を勉強してい

る人たちが中心にガイドクラブを

発足します。ボランティアに興味

のある方はぜひご参加を

し参加資格我孫子の街を好きな

方、ガイトミ|こ興味がある方など

※申し込み等、詳しくは電話でボ

ランティアセンター壷(85)5233へ

修日時8月6日(日)午前9時か

ら正午（雨天決行）

し集合場所古利根沼東側案内板

広場

少問い合わせ古利根の自然を守

る会土子容(87)2341

(柴崎台 ’

こ
や
か
ち
や
ん

国廻国国
試験申込書に必要事項を自筆で記

入のうえ所定の書類を添付し、原

I

則として本人が人事課へ持参修日時8月17日(木)、18日（金）
世試験日9月17日(日）午前の部…9時30分から11時30分

惨試験会場我孫子中学校午後の部…2時から4時

※受験資格など、詳しくは人事課し場所NEC我孫子事業場

壷(85)1111内線232へシ内容パソコンを使っての絵ハ

▼採用職種・予定数ガキ作成ほか（参加費無料）
し対象市内在住の小学生親子夏休み中の子ども会の行事等に

し定員親子40組（午前・午後とぜひ、ご利用ください

も各10組）シ新着フィルム名①ホシガリ姫

し申し込み．問い合わせ電話での冒険②わすれるもんか⑧ぼくは

8月7日(月)から11日(金)までに子象の消防隊④アリとキリギリス

同事業場総務課秋廣、望月、篠原⑤ネズミさんの恩返しほか4本

壷(85)7021へ（電話の受付時間はシ費用フィルム、映写機とも賞

し出し無料（ただし、操作は16ミ午後5時まで、先着順）

平成7年度高齢者ﾘー ダー ス
セ ミナー参加者

国回国回 し内容高齢者リーダーとしての

知識・技術の習得｝し曰時8月10日(木)午前10時か

ら11時30分、（小雨決行）シ展示期間・場所11月11日(土）し申し込み電話で8月18日（金）医曰時・場所8月26日(土)午後

I電蒔－8月7日(月)午前10時かし集合場所中央公民館玄関前から15日(水)まで､市民プﾗげまでに市教育委員会社会教育課云1時から4時､船橋中央公民館
ら午後3時伝内容船上学習（水質検査等）し応募資格18歳以上の市内在住．（85)1151へ公費用無料
戸場所身体障害者福祉センター像対象小学生以上（低学年は保在勤・在学者し問い合わせ県教育庁生涯学習し問い合わせ千葉中央法律事務

⑮⑤⑨圃圃
▽明治生命我孫子営業所後援者会

様から社会福祉事業基金にと8150

円の寄付がありましだ。

伝応募方法応募用紙（市役所、惨参加愛400円（材料代含む）

各支所・行政連絡所、教育委員会伝持参弁 当

シ申し込み・問い合わせ電話でし曰時・場所8月23日(水)午前に用意）に必要事項を明記し、g

同センター壷(88)0141へ9時受付、市民体育館月30日(土)までに我孫子1684教育
可法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
．つつじ荘・西部福祉センター休館

亟消愛生活相談＝市民相談室10:00～15:00
＝市民國塞館休館

伝種目1チーム6名の3Wによ委員会に郵送または持参

蝋
函
８
月
鰯
灘

る団体戦（A・巳・○ランク別、＞問い合わせ我孫子市美術家協

匡巳時8月20日(日)午前10時かオレンジボール使用、アンチ・粒会鈴木冠(82)0900

ら午後8 時（小雨決行）高は使用禁止）

伝場所ボーイスカウト我孫子第惨参加費1チーム4000円

’
蚕消費生活相談＝市民相談室10:的～15:00
"酒害相談＝寿市民センター13:30～15:00
‘麺･健康相談＝つつじ荘10:00～11:30

1団野営場（高野山最勝院隣）シ申し込み・問い合わせハガキ湖北小学校学童保育室では、指

陰対象一人親家庭の親子、先着に代表者の住所、氏名、電話番号、導員を募集しています。

所属団体名、大会名、ランク別を※詳しくは電話で同学童保育室容30組
琴市役所閉庁(－部の施設は除く）

シ参加費500円明記し、8月10日（木・ 必 着 ） ま

し申し込み．問い合わせ電話ででにつくし野3の5の103吉田常

8月8日(火)までに社会福祉協議子云(82)6974へ（参加費は郵便振

(87)2474または白川壷(87)0596へ

替で口座番号00160-5-562972伝練習日時毎週円曜円…午後1壷(84)1539へ

口座名我孫子市卓球連盟へ） 時から3時、水曜日…午後7時か

らg時

陰圖時・場所9月14日(木)午前 惨場所湖北台西小学校体育館

10時から午後4時30分、幕張メッ似曰時・場所8月3日(木)午後少会費月額1000円入会金1000円

4時から7時、身体障害者福祉セ修申し込み．問い合わせ電話でセ国際会議場（入場無料〕

少内容購演会（北野大・淑徳短ンターグランド（雨天の場合は、本間盃(88)5232へ

期大学教授)､シンポジウム（松田あらき園内に変更）
牛乳,獺制用轆ｺﾝｸー ﾙ1

美 夜 子、林雄二郎ほか）シ内容霊踊り、模擬店など

シ申し込み・問い合オブせ往復ハ似問い合わせ身体障害者福祉セ惨応募資格県内在住者(ただし、

ガキに参加人数、代表者の住所、ンター冠(88)0141またはあらき園1世帯1名、応募数は制限なし）

氏名、年齢、職業、電話番号を明垂(88)4188伝応募要領・問い合わせ便せん

記し、8月21日(月)までに〒260-

91千識中央区市場町1の1第4

に料理名、材料名、分鐘（4人分）

材料費（2400円以内)､作り方及び

回ごみ斌垂化推進全国大会実行委し期日・場所10月7日から28日所要時間、郵便番号、住所、氏名、
鞭
》員会琴溌；局垂043(223)2757へ までの毎週土曜日、江戸川大学．年齢、電話番号、性別、職業を明

江戸川女子短期大学（流山市）記し、8月20日（日・消印有効）

伝講座名・定員①パソコンによまでに〒260干葉市中央区本干葉

暴希シ展示場所・期間①水の館…8るマルチメディア（30名）②英語町13の1干葉県牛乳普及協会「牛

月5日(土)から31日(木)まで（月の世界へようこそ（50名）乳お料理コンクール」係盃043(22
L一拍一

曜休館日を除く）②篭ケ鱈信用金腰参加愛①1万円②3000円4)4839へ
。
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ウ

●
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●
●
●
●庫布佐支店…9月1日(金)から22レ申し込み期間8月1日(火)か

日(金)まで（土・日曜日を除く）ら9月14日(木)まで

‘し問い合わせ落合垂(89)1515※詳しくは同大学含(52)0661へ

古利根ｳｵﾂﾁﾝﾜ割I者

市職舅

市捌の配置が一部鯉に
市役所本庁2階で業務を行

っていた市民部市民生活課は

7月31日(月)から西別館3階

|こ配置変更になりました。

親子バｿｺﾝ教室参加者

平成7年7月1日現在＊世帯数42,551世帯
人口124,338人男62,291人女62,047人

●市役所本庁85－1111●市民図書館本館84-1110湖北台
●つくしの支所84-8801分館87-3055布佐分館89-1311
●湖北台支所88-0828移動画塞露87-0909

●湖北支所88-2111●身体障害者福祉センター88-0141
●布佐支所89-2358●あらき園88-4188
●教育委員会85-1151●つつじ荘88-0123
●水道局84-0111●西部福祉センター85-5818
●消防署84-0119●生活環境課(浄化槽）87-23791
●少年センター84-1900（ゴミ)87-0015（し尿)88-2547

●保健センター87-1131●近隣センター布佐南89-3740
●市民会館84-3311天王台北82-9988根戸83-5363
●公民館中央82-0515新木88-2010

湖北地区88-4433●市民センター寿83-7722

●烏の博物館85-2212湖北台88-9927布佐本館89-1193
●市民体育館87-1155布佐ステーションホール89-5800
●都市改造事務所85-1171●市民プラザ83-2111

夏休み手賀沼ふれあい糎

視聴覚ライブラリー
16ミリ新着フイルムの貸し出し

職種

布
政
鶴

消防士

保母(父）

保健婦(士）

理学療法士

作 業 療 法 士

歯 料 衛 生 士

技能員

給 食 調 理 員

事
務
職

上級

初級

採用予定数

若干名

若干名

若干名

1名

若干名

1名

1名

1名

若干名

労災職業病なんでも相談第9回我孫子市細圃乍品
夏休み工芸教室

8月10日は道の日

道路を大切にしましょう。

一道路課一第6回家庭婦人オープン・
トリプルW卓球大会

1火

2水

ろ木

4金

5土
1．
ト

’
⑤⑧

7月

S火

9水

10木

Ⅲ金

12土
◆

1ろ⑧

1斗月

15火

Ⅱ⑥水

＝日曜当番民＝テレホンサービス

画休日叙急歯科診戚日=休日救急歯科診劉所(市監館内)9:、~11:30
毎結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

｡･消愛生活相麟＝市民相談室102㈹～15:00
画心配ごと相談＝社会福祉協議会9;00～15:00
画市民会館・市民図害館・鳥の博物館休館
可つつじ荘・西部福祉センター休館

画法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

画消賀生活相談＝市民相談室10:00～15:00

匡'･市役所閉庁(－部の施設は除く）

|聴
医＝テレホンサービス

科診醗日=休日敷急歯科診臓所(市民会館内)9:00~11：30‘

画消費生活相駿＝市民相談室10:00～15:00
画交通事故相駿＝市民相談室10:00～15:00
画市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館
"つつじ荘・西部福祉センター休館

画休日救急歯科診照日=休日救急歯科診溌所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30
画つつじ荘・西部福祉センター休館

瞳諏消費生活相談＝市民相談室10:00～15:00

親子でできるアウトドア遊び
rデイキャンプ」

学童保育室指導員

湖北台
バドミントンクラブ会員

第4回勤艫{雛避国絵
あらき園･身体障害者福祉ｾﾝﾀー
合同盆踊り 大 会

江戸川癖･汎戸川女子短期大学
秋の公開講座

第12回あやめまつり写真
コンテスト入選作品の展示

日曜当番医｡1週間の行事
ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ冠(85)1313


